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Erysiphegraminisf.sp.agroPyriのコムギに
対する非病原性の遺伝
那 須 英 夫*･ 目 浦 運 治**
Marchalll'は,ErysiphegraminisDC･の病原性は分化しており,特,/io｡属の植物に
限られていることから,E･gylaminisDC.を寄主範uilLrこよって7つの formaespeclaLes
に姉別した･それらのうち,Tr壬icum属に滞′E.するものをE.gramlnisDC.i.sp.lriici
Em･Marchal,Agropyron属にrhTlJ上するものを E.gramimsDC.f.sp.agropyriEm.
Marchalとした.Cherewickl'も川様lC報告をしているが,Hardison2)は種々のイネ科
附勿から分離したうどんこ病菌を広範即のイネf-r解物に接種した結果,供試したJqyくの伸
附 ま2つあるいはそれ以上の民の柏物に病原性をも･,ていることを拙舘している.
Hiura3･5'はコムギうどんこ柄歯(E･graminisf.sp.lrilwi)とカモジクサうどんこ病
伯(E･graminisf･sp･agropyri)とを交雑すると,コムギとカモジグサの両方に捕原性
をもった新しいLB-系ができることを発見した.実駅的には E.graminisf.sp.lriticiと
E･grlamtnisf･sp.agro♪yriとU)交経が,コムギ薬 卜でもカモジグサ央上でも,容易に
川来る3)ことから.Ff然非でもそのような交雑7)りS二っていると想像された.そJt臥 TLj
地物に病肘生のある formaespeclalesが存在す ると号えらかる. また, このような
forlTlaeSPeCialesは限らILたl延だけに病原性をもつものよりも't:.在に都合がよいとそえ
ら)した.それにもかかわらず,rk際に)一丁外で採賂された E,graminisDC.の病原性はほ
とんどの場合,それが分離さ′れた柄物o)属に限られているい1). また,日潤らの報告7･8･9)
.=よると,E.grlaminisf.sp.trliciと E.gTaminisf.sp,agropyriの雑種引き団をコ
ム単段柿4号lr_および カモジグサJ･.で, 何代もくり返し縦代増遜すると, 農林4号上て
は,戯林4号をよく侵ナ雅純がj仙 JLた.こ′hr)の雄雌塩田出 血のコム判 'n敏もよく侵し
たが,カモジグリ-ははさなかった.他方,カモジグサJ.では,その逆でカモジクサをよく
侵す雄雌某日]カ載 り,これf:)はコムニFは侵さなかっ/こ.それぞれの植物上で継代培盛した
雄健鯨岡がなぜこのような柄原性を,Tl1-)-のかを明らかにすることは formaespeclalesの
分化の起原を解明するためu)正賓な手掛り/Ji得られろものと考えられる.
本邦侍は formaespecialesの分化を知るための盛礎研究として,Egrammisf.sp.
lrilwiと E.gramlnisf.sp.agro♪yrLの雑榎菌系を使って,f,sp･agroPyriのコムギ
J.',純に対する非病原性の遺lL三･についての結果をとりまとめたものである.
本rB敬をrlうにあた1),御仏))ruL･/こ当肝先所拍物病理部｢L順 阿償tWJ手,rF野英雄技'Lj'tこ深謝の
-正を姦する
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実験材料および方法
供試菌株 親歯経には,E,graminisDC.f.sp.lriliciEm･Marchalの菌糸 t2とE.
graminisDC.f.sp.agropyr乙Em.Marchalの蘭系 A】を用いた.薗系 Alおよび t2ほ
1962年,岡Lll大学戯業生物研究所の圃場で蝶狼し,隼胞子分離培養して,訊払管内のコム
ギあるいはカモジグサ苗 卜で,それぞれ離代増適してきたものであり,亙いに相対した交
配型で ある.
雑稚菌糸はA.と t2をカモジグサ Lーで交雑し0㌧ 形成された了のう胞-(-を農林 4号に接
粧し, そこに形成さかた分生胞子をふて映管内の漣林4号上で Lij一腹Ii.培養した92曲系およ
び,同様の方法でコムギ品種 Seneca Lで判泡I-培適した61菌糸を供試した.
供試コムギ品種およびカモジグサ系統 コムギ品種は旗林4号,TurkeyRedなど52
晶種,カモジグサ (,4gropyronlsukush‡ensevar.lransiensOHWI)紘/卜態型 Ag-1,
3,4の3系統を供試した.
病原性の検定 コムギurl.鳳 カモi>グサに対するA.,t2および灘種曲系の病原性試晩
の方法は次の通 りである.30×2cmの試験管に 7cmの深さに畑土を入れ コムヤある
いはカモジグサ0.1位子を播種した,第2廉刷 山始めた時,雛1水に供試幽株の分f1･_胞了･を
細い筆で接碇L,10-11日後にそれぞ′hの帥物の反.LL､を調とLL.それをうどんこ病菌の感
染型 (病原比の軽度)G)とした一感熱)ila)基準は0-4と,それらのIl.別型の10段階とし
た･病原力はそれぞJlu)感触型に点数を与えて欝出した.すなわち,感染型4には4且
3-4には315,3には3,2-3には2.5,2には2,1-2には 1.5,1には 1,0-1には
0･5,0-(1)LはO,2,()には ()の点牧をIfえた.そLて,1以上の感染1FJ_を病rfil堆.0-
1果断の感淡型を非病原性とした.
供試 コム平Fu佐一tQJびカIt-ジグ -tJ-,iJ検定するときには,燭境条件 u'尭柄掛射二及ぼトル
轡を少なくするた桝こ,コム=t-'に対 Lて感渠型 lOj病故を小 用 職 曲系をコントp-ルと
L.て用い,この菌糸が感触型 1頻度の病故を示したときに調j!tした.
突畝は,日中 (7-19時)は 22-25oC.榔ij(19･-7時)8上10-15oCに調節 した温室
実 験 結 果
I. 親菌株 Alおよび t2
交雑の親として供試した E･gramln‡g千,sp.agγobyriのLil'系A.と E.gramini5I.
sp･triliciの菌糸 L12のコムギ52.TJ桜と･/'-.:-ジグサの3系統に対ナる感染型を調べたー
A･はコムギ52品種には病ri封生を示さなかった (感染型0)れ カモジグサをひどく較し
た (感染型 3-4あるいは4)･[2はA.と逆仁,コ人,F52晶機に亜い病原性を,示したれ
カモジグサ Ag･3および4には病原性がfEく.Ag.1に0-1Q,_nilu)感某型lL,,-J1-'LI/I.
2･農林4号上の雑種菌系の病原性
捌 仁4号上 で1FiJ他苗場 Lた雑砿92伯系をコムヤ24.T.I椎には威Lたところ,感梨型 4
を示す簡糸はヨ用/(に少なく,A.と 亡2のL･.LFjの蚊応を示すものが多かった.供試したコ
ムギ品種の うち.病原性と非病原性とLr)分軌比れ 1:1あるいは 1‥3になったものを
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TuT)JeI.CLasslnCal101-Of92haplold progen),cultures from cl10SS Of
cultureAIOfE.gram7nisr･sp.nJlrOl)yriandculturet20fE.grammLS
f･ト!'･LZ･lECiaccord'ng lo theirp;HhogcnJCllY On 6whea[vane[)es
when the progeny c"1【ureswere JSOlatcd ;lnd grownonwheとItCV.
＼orlnNo.4
--■ ー~ ｢ __ _ _ _
wheatUar,ety 警 慧 竺 orprllg:tX eLJnltL竺 rF嵩 3pf;.opt;erにa.lf ;
Turkey kerl
Mayo 64
SWan 86
Seneca
TalClU2
Chancelor
Chaml)1()nWIllle
Transfer
KenyaF<lrnler
Titan
SadabozLt
NorinNo,12
?
?
?
?
? ?
?
??
? ?
? ??
?
?
?
?
???? ?
?
???
???
? ?
?? ??
?
??
?
??
?
??
?
?
??
【?? ?
?
9-.8
7-.5
7-,5
7-,5
3-,2
3一.2
5- .3
9-.8
7-.5
7-.5
a)Vl川Ient:Infectiontype0and0-I(stb-1nreCtlC･n).
b)Avlnltent:tnreCtTOntypeLl4.
Tablelに示した.なれ 分離比が 1:1あるいはl:3のjgj侍値に適合しなかったものや.
雑種胤和こ対すろ反応が小安定であったものは Tablelから除外した.
Tablelにおいて 1:1の分離比を小 した.-l].価の埼侶 ･二は,ALのもつ 1つの非病原作
遺伝子が,1:301)1右,L合, 2つの非病原性油l汗 がl喝ウニしていることを示 している,
3, Seneca上の雑種菌系の病原性
コムキ品種 Seneca上で単胞 7-培適 した維硫 61蘭系をコムキ 52品砧に接顧Lたとこ
ら,病原性と非病原性の'Jul'u合札 1:1に分離LたコムギL',n徴を Table2に示した,なお,
Tablelにおいて 1:1の分離比/f/-i(したれ Seneca上U,)雑種腐系では 1I.3の分雌比を
Tclble 2l ChSSir]catlOn Ol611叩loid l汀Ogeny CLlltulPS from crossoI
culturesAlXt2 aC･COrdlng tO theirpatho.genlCity on＼vheEltVこLl■ieいcs
WhenprogclnycL山ureswereisokltedandgrownonwhea[cv,Seneca
wheatvariety Observednunlberofprogeny
cultures Valueofpfor
VlrulenL AvLrulenL
NorinNo.4 30 31
TurkeyRed 34 27
ChampionWhtle
Mayo64
Swan86
TalChu2
Chancellor
61箆 (1986)
23 :iH
18 43
14 47
19 42
I6 46
I:Iral10(upperhalf)
i:3rar10(lowerhalo
,9
,51,3
.1-.05
示 したコムギ品椎も Table2に示した.Table1,2より,Alの TurkeyRedに対する
非病原性逝広子は捷休4FJLの維flTl:歯系おJ:び Seneca l･_の雑種歯系のいずれにお いて
もIifi伝子だけがutl与L･ていた･Mayo64,Swan86･Taichu2および Chancelorの
py,L合は,放林4号Lの錐佐伯系では 1jZi伝子,Seneca Lの雑穐曲系では2泊に(-が陛惇
していた.ChampionWhiteの)易合は,出林46-｣I.の雑椛由一系では 2j出広子,Seneca-上
の雑種歯系では 1遺伝了-が関与していることがわかった･
4. Seneca上の雑種菌系の病原力
t]浦らの報告7･8･9'によると.L'yi林4号上の難唖[-if系においては,出林4号をよく馴一
雑種曲系は他のコムギにも必い病原YLを小すれ カモジグサに対する柄原性は弱かった･
そこで Seneca上の維稚内糸に.b･いても同様のことがいえるかどうかを検討した･
seneca｣二の雄雌菌糸をコム-1･-52.lJ1.稚および カモジグサには施 し,それぞれの鞠系a'
総病原力 (totalpathogenicforce)tr.罪,化した･総柄即 〕というの札 それぞれの胡椎
伯糸のコム1ー-･あるいL.I,jJモ･)グサに刈十る悠狼型を点数に直して,それら0)点数を合計 し
たものである.
雄和菌糸がか7.LL)侵L/=コムニr-40,T■椛の中から,任意に201'･L牲づつ選び,それぞれA
グループとBグルーフとした.そして,Seneca上の維唖I'+Ll'系のAグルーノに村する総病
原)JとBグループi-_対するそれと叫対係を Flg･1に′JtLL
? 】 ?
?
?
?
? ??? ?
?
?? ?
【 ? ?? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ?
? ?? ?
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? ? ? ? ?
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1日 2O il) lJO 71】 肘
ToLaliXHhl.Iくt.ni(r･'r･▲･l I･A groLJP
FIE.i.Relal10nShlPbetweentotこ11latlOgenicforcesof6tpl0geny
c日日しIreSloeachgroLIPOr20WheEltValle【1eS(A andagroups)
Whenpro酔1yCultuILeSWereisolatedaldgrownonSeneca.
Fig.1よりそ/hぞjLの雅也伯系")AクループJD･よびBI/L･-ブに対する総柄J,9.1JJの剛 二
は 1●-0.98という高い1日軌やてあった.すな))ち,あるコムキ揖 垂に強い病原性をもつもの
は他のコムキ晶租に対しても戯い病原性をもっていた.また,Seneca上の碓種菌系の中
で.Senecaに対して高い感染塑 (2以上)杏/71;す歯系:r･Q･よび低い感染型(1以上 2末沸)
を示す歯系のコムギ40.Jlh倭 (Aグループおよび Bク/L,-プの晶超)に対する1億系当り
の絵病原力を罪LHすると,Senecaに対 してIl.hい感染型をホす薄系の総病原力の､F均は
54.7,低い整数型を/I.Lす菌糸は 18.4となり,コムギ40品組 二対する病原力の差は鮒潜･で
あった.このことから SeleCaに対 して.･i.JL､大鋸た盟を/Jけ 菌糸は.旭のコムキ品性に対し
ても高い病原性をもっていることか明らかになった.
そ,tlぞjLu)灘機構系U)-Jムギ40▲r"L鶴に刈する総柄掠ノJとカlー1-ンクlJ13系紬 こ対するそ
れとの閥妊/a,Fig.2に示 しFJ. これF)のEig係は r--0.23という負の値とFLCり,有意差
が見られなかった. しかし, コムヤ401IT7]概に対する総病原力とカモジグサ3系統に対す
るそれとの問には負の′打順拍ミあるようであった.
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TotalpuLh･<cnlC.†orreL｡ ･1 nt;IL-T,_日･･‖bLrdl‖S
Flg.2.RelこlfihlOlShipbch＼-eenL･山 LpilLhogLmicforcesor61PrOfIぐHy
culLulでStO/-10wheこltVanelies<ln〔13jlgropyr,川 SrraLnS､VhCI
profrnyCL山Lll.eS､VerelSOlatcdandgrownonS(ニneCrl.
以 卜述べたように,ある-Jム1:rl'占柵に･卸し､楢原鰍を/T'(--r佃系1,ヱ他の品椎に対LてJJ廉い
摘工剛生をもっており,逆に,そわらのカモ-)クサに対する柄原性は弱い仙向を小した.す
なわも,農林4号⊥0)雑帆 軸系におけると同様のことが Seneca上Ul)牲軌 翁系についても
り~えた.
これらのことから,A.a)コムギ品唖に対する卦病原性池広子問に共通過信-1'･(｡か,め
るいは連鎖があると考えられた.
61巻 (t986) 7i)
5.Alのコムギ品種に対する非病原性遺伝子の連鎖
(1) 農林 4号上の雑種菌系 雑種 92菌糸をそlJtぞ′れのコムギ品矧 こ接捜した場t合,
病原性と非病原性が1:1の分離比を示 した品敵 えTurkeyRed,Mayo64,Swan86,
Seneca,Taichu2および Chancellorであった (Table1).それぞれの晶観上において
2つずつ約合わせた結果,i-Table3に示 した.それぞれの晶師 二対する非病原姓迫伝j'･
が独立に作用するとすれば,両方の品種を使す菌糸,一方だけ/LJ侵す宙系.他方だけを.(}･
す摘系および的))Jを捜さない菌糸がそれぞjLl:1:1:1のLii'-lJ合で分離することが期待さ
れる,TurkeyRed と Swan86や TurkeyRedと ChancelloruJ組合わせては,分離
比が 1:1:1:1となりJ一記の期待値に適合していた. このことから, それぞ1,日))組合わ
せにおいて,lJ.i.Iん掛 二村する｣日掛尉生遺伝 J'･はそれぞれ独･li-_(′日日していると考えIとJし
た.一方,TurkeyRedとSeneca,TurkeyRed と TalChu2などの組合))せては,上
記の期待値に適合していないことから昌 Ilij品種に対する非病原性迫伝子r抑こ連鎖があると
考えられた.
Table3 RelatLOnSlIPOIh,(:nPS COndltLO11ngI)a川ogenlCILyol92progely
cultureson6WheとItVat.LeいcsWhentheI)rOgenyCul〔uLeSWereisolate(1
andgrownonwheatcv･NorlnNn･4
WleatVariety
ObservednLHTlberor
progenyCUlture
.y y VxVvA) VxA)･ AJT(Vy j^YAv
TurkeyRed M,lyO64
Tut-keyRed Swan86
TLITkeyRed Seneca
TurkeyRed TalClL12
TurkeyRed ChaICelloL
Mayo64 Svvan86
Mayo64 さ-eJleCa
lTvTayo64 TalChu2
Mayo64 Chanc(､HoT
SwEtn86 SeJleCa
Swan86 T'llChu2
SWan86 ClLlmCllol
ValLleOrplol-
l:1:1:1r;lll0
29 16 日 33 ,LJl,001
27 18 21 26 .5-.3
36 () 7 40 sLTlaH
J,5 10 11 36 sl1,111
28 17 23 24 .5-,3
22 21 26 ?:う .9
2(J ld LLL 35 .O1-.001
2() 日 17 3 2 .02-.OL
;)1 22 30 19 .5-,3
21.3 L):', 18 26 .7-.5
25 23 21 23 .9
36 12 15 29 smal
㌧cneca TalChu2 33 t() 13 26 snlaH
こうtlneCa ChanceHor 26 17 25 24 ,5-.3
Ta】chu2 Chancellol1 16 30 5 ∠lt ,1-.05
a)VxandAxLndlCatetilePatho即nlCllyoFctHlLlreSOrlWJleatc＼,.x.
VyandAyindicatetlePLltlOgenicltyOlcLILtuTCSOnWhe(ltCV.y.
Ⅴ=vlrulent,A-aviruleTlt
このように考えると,Turkey Red-Mayo 64-Seneca-Taichu2に対する非榊原性遺
伝子'･は相互に適鎖しており,また,Swan86-Chancellorに対する非病原性遺伝子も避即
していると考えられた.なお,TurkeyRedグルーブに対する非病原性遺伝 ｣′Ltl･とSwan
86グループに対する非病原性泊広JlJ,r下問には,迦釧 需忍められなかった.これらの遺伝子
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TLl)lc4･LlnkLlg･-relat10nShllUfA.Zm l~ulenc(,gL･,leScom(Llt10nlng
l)'lthoRenlClly of92pr｡gL､=y C111LlreSOn 6wheat＼′arlet)Ll-.
WhenLleProgenyCulll】rPSWCreisolatedandg1.ownOnWheat
c＼/.NorlnNo.4.
wleaL＼'Lll`iet､I MayO64 TurlくCyRed
…thVaLl:ce8.てor I : x
TaLChu2
SL･ⅠけCこ1
Tul.keylied
●:I.川kL哨e,
●●
???
??
?? ??
??
??
?
?
TlLIChLユ2 ChEInCellor
x ●
×
間の幽妬む Table4に′J､し/I..
つぎに,病原性と非柄原作とか 1:30)分配比を小 した ChamplOnWhllefEどの 5lL.i,
紬 こおける結果と,Turkey Redなどu).I,純 〔分離比が 1:1のもの)での結果を,それ
ぞれ机合わせて検討Lたが.それぞれのl一拍Tl.に対する非赫原性逓伝 †関の関係は明確にな
r-,なかった.このことは川し､[=雄性伯系の数が･少rL･かっrL:こと千品柾の反応か不安定であ
ったことによるものと考えL'),hた.
(2) SelleCa上の雑種菌系 17｣項と同様lノ)ノj法で,Table2において 1:1および 1:
3の分郎比を)卜した品凪 1/C/filLj,Lた拙梨を 2つずつ机合わせることIrより.そ]Lらに刃
するAlのjl病馴士遇LiTl川の連鎖周係をI･/jI,.JLた.
Seneca上の維矧 葡系に.Fb･し､ても,A,のコム ドー7.r7.戟(縫休4且 TurkeyRed,TalChu
2,Mayo64,Chanceuor,Swan86および Champion White)に対する非病原性遺li子
閲に連鎖が認められた.そ,tLらの関係を Table5ド_'T(Lた.
′rZlL)Je5. LlnkLtgPT'elati｡nsIJt･Ol^1a＼′lrulenc(JLreleSCOjld110mng
pnLhogL.nicity of6Lpr叩ely ClILurCSOn ＼VlCatVarleLleS
＼,helHlePt.OgenyCu目し11でhWPrで1SOILlle,1;)Hrlg1-OwnOnWheat
cv.Seneca
蒜 let爾 01『 言 ≡ ellL･=書誌 l五 蒜 扇 =語 扇 ‡
NollnNo.4
Turl､eyRPd
Mayo64
TalChし12
Sl＼′an86
ChanceHol･
▲ ▲ ▲ ●●×
× × × ▲ ×●▲ ●●
▲ ▲ ▲
▲ ●
▲
●:Llnk絹(,,▲:p-0･05-01001.×IInric･p(:l(lent･
Table4および Table5に示した一越の訂潔 を松lTすることによって,それぞれの品
健に対する非病原性泊伝 /の数およびそ,-fLらのrTlLlの連鎖榊係を抑定した.曲林4号上ある
いは Seneca上で埠胞一日浩点した僻唖r'荷系は.Senecaあるいは畏林 4号において病原性
と非栃原性とが 1:1の割合で分離したことから.見かけ上は l池伝lr･か朗与して いるよ
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うに考えら)Lた. しかし, そ′iLらの仏系か捜林4I,才⊥もか ､ほ Seneca上で選抜さh･li
ことを考え/LTわせ ると,Alの農林 4号お1び Senecaに対する井病原性追liil･は2つ/-(
在すると考えられる.そこで,B･休4引こ封するi故山 こな AnlAn2,Senecaに対するそ
れらを AsIAs2とすると,An.とAslとは密接に連鎖していると考えられる･
同じ考え方で,他のコムギ5品燈 (Mayo64,Swan86,TalChu2･Chancelorおよ
び TurkeyRed)に対するA▲の非桐原性超krを Table6に小すように, それぞれ
T.lhhゝ 6.PoshlL山､(iRElHuL叩 ､silnL=11日lLM.r()[八lい1-ulprlCU がnLIsOl1
7＼･he山 ＼.111Ptics
1＼'rlcL,ll＼′ar)eL y Cenot),I)(I,Or./lL
Nol~11No.4 jlTtlノlr!2
Seneca Asl/Ls2
Mavo64 Ama1-17ILa2:1日了と1a
Swan86 Aswi-4sw2
Taichu2 AlalA/,12_･1L(1J
Cbncellol. AchI.lch2
TurkdyRed ノ=rl/1Lr2
il
2.
3.
｣.
NtLl11九､IOr:iV)ru]clCrLTEtnC
ProgenyCL】lrulでS ProRelyCLlい11で S
glOWn()nNolllN()14 gro､＼r10nS州 eCこl
An2Ah"2 Ard2
As2 Ahldl Ardl Ar2
Ah,43 Ar,1 AIDS
Ach2Asw2
l･ig,3.Four】lnklgLlgl`oHr,'】〔Jl'^.ilVlt-"klLIC hr… し,㌔Lo7ulhLt:lt
＼′arlCties.LlnlragCLgrOul)ら ;けPSurl.Oul(ledbycllPSeS.
Ama.Ama2Ama3,Asw.Asw2,Ale.Ala注/･lta3,AL･hLAch2および Alr,Alr2とし/二.な
.ド,･, そ九 ら叫開く二は Fig.3に示すように. 4つの連鎖糾75.･イlt再-ると考えた.守/【)I
･ら,第1郡に AnrAma巳-Ala2→Asu)I-Ach,第2杵に ノIs12-AmarAtalAlr2,第3郡に
Ama3-Air,-Ala3-An.lAs,第4伸 二Ach2-AsLU2の連鎖即を考えた.たたし,第3肝に
おいてほ,AsLと Ama3-Air.lAla3の間は,距離.U)隔たりのため 比かけ上連鎖が/-fいと
替えた. なお,Li%休4号｣二での雑種繭糸の試験-C,ChampionWhitelj.)連銀関和 上町 ',
かでなかったので除外した.
このように考えると.コムギ7f1-.I髄に対する粒体4～-3･Lの雄性撒系.rT'tよび ScleCaLの
雑価髄系におけるA.の非病原他LB伝 l'･の数と三明剤頁仕出信子｢EI.)の連邦掴掛 .i,一部を除
いて大部分説明できた. たとえば,Seneca上の碓岨 貨系の盛付4号に対するフ冊l引割出こ
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は An)An2の2拙伝Ij=･が関与しているため, 分離比は3:1になるはずである. しか し,
An■とAslが勘 妾に連鎖しているため,An,,ir･もつすべ ての雑趣伯系はすでに Seneca
上で選抜されている. 従って, Ll!L休4i,LiこklJL 亡は,An2のJ*が関与す るため,1:1の
分謝り七を示 したと考えられる.また,1割ネ4号に対1る･)1･一病原性遺伝子との連鎖関仁和二は
AIL2が閑 hJLしていると考えてよい.また鹿帖1号上の酢慈由系 では,Alの Swan86に
対する非病原性遺伝了 (AsuJ,AsuJ2)の うち,AsztJ.は An2と雀接に連鎖しているため,
粒体4巧一上の雑種将系はすでに Aswlを持っていたい. 従 ってこれらの偽系は Asu)2が
闇 Jj-するのて,Swan86-Cは1:1の分雌比を/i:した.
Senecaの推称菌系で札 A,の Swna86に対する2つの非病原性遇に (･ほ,As.およ
び As2のい丁,日と紅蓮腰 していたいので 2追LJ汗 の分離を示し3.Ilとなった.
考 察
日浦{)7･8'は1)モジグサの うどんこ病佃とコム半の うどんこ病欄の推挽において,曲林
4[封二動い病原性をもつ維軒向系ミ上値の二1ムギI1.7'和に も亜い栃原性を/TTすれ カモンクサ
に対しては逆に弱い捕原作Lか示さないこと/i･紬告Lた.木r15験でもSeneca.しの雑種曲
系に わいて_鳥己と同様の結果が得られた.このことは.カモジグサの うどんこ病菌とコム
二rIのうどんこ柄僻の据′L性の分化に抹い開抗/7L.あ りそ ･jに考えl~'ノtLた.二九 r,の点をさら
に解明するために,カモジ'/サLT〕うとんこ病-lil-Alの ｣ムギ7.'1n師 二対守 る:腸痛原作逝fJi･
川'lJu)適例郡T'を軟討Ll=.
カモジクサの ･')どんこ摘LI.T'A-とコムでーの fJt'んこ病偶 t2を安雄し,形LJq:さJtた r-の う
胞 J'･tlr,捜林4LJ6ニ接和し.さらに,だ須木4号上で中腰千分離した雑種92曲系と同様にLて
Seneca上で榊包丁分郵 Lた碓柾61梢系をそ/tLそれ コムギ7品櫨に接種すると,それぞ′TL
のFVl師 二村する非病原性遺伝子の教わよひそれらの問のjI病原性迫kJ'-PH]の連鎖偶係が
大きく異なってい ることが認められた. そこで, コムギ7品種, -J~なわ ら,1,ILlilヰ4号,
Seneca,Mayo64,Swan86,Taichu2,Chancelorおよび TurkeyRedに対するカモ
ジグサの うどんこ病僻 A.ul非病原性遺伝丁をそれぞれ.An.AT12,As,As2,AmalAma2
Ama3,AswIAsuJ2,Ale.Ala2J41a3,Ach,Ac/l･lおよび AlrlAlr2とした. さ{)に,こ,tL
らの非病原性一迫伝17朝にFig.3に示す 4つの迎im.f･かおると仮定すると,段什1EH二J)
雄健菌糸および Seneca上の雄雌渦糸に榊 ナる AlのJI病原性遇に ｣一･の数と遊脚IA掛 よ-
郡を除いて,大部分説明てきた.
仮'起された適所開掛 よ,rll験結果とよく一紙するから,これらの仮定はIq一当であると考
えられた.そ うすると.ある品位に対する非病原性迎伝千のどれかが他の晶砲に対する非
病原性遺伝+と連鎖Lていることになり,かな りのFL.月掛二対する非病原性遺lLJ-ほ,なん
らかの形で互いに連銀 していると考えられた.それ故,ある品縄に対する非病原性jhl伝丁
をもたない菌糸,十rLわち,病原化の将系は.そのLr,丁.範だけでな く,他の■lJ71椎にも病原性
であることが争いと考えr,)Lた,
-ノJ,Senecaに番い､病原性を/T,･す伯-系は,Senccaに弱 い嫡原作の歯糸よりも,他の
コムギ4O.ru種に対する給病原))が非常に威か J'た.逆に考えると,総柄原ノ川ミ非常に戯い
ということは, コムギ40Jl.'-種の小の多くのコムギIH]l硬に病原性であ り, 多 くのコムギ品
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磯に病原性があるということは多くの病原性冶転子を持っているということである.多 く
の病原性を持った 菌糸がコム車の 1晶概 Senecaに対しても強い病原性を 示すというこ
ということは.コム半のうどんこ病菌 【2のように,多くの病原稚拙伝丁を持った系統が
自然界に牛き残っているという車リ言と深い閑適かあると考えら′才一した.
Hiura4)はオオムギのうどんこ病菌の raCe閲同士 (race9×race14)を交雑Lて病
原性の遺伝を研究し病J劉生jhL伝 j二の遵顕を調べた結果,Hannaと Russian12に対する
病原性遺伝{間に連鎖があることF再はrJJした∴ Mosemanl2'は,オオム車のうとんこ病菌
において BlackRussianと RICar･doおよび Hannaと Atlasに対する病原性過伝f刑
の連鎖を報告しているが,BlackRusslanと Ricar'doに対する病慣性冶伝了が興なって
いるという確かlJ:証拠はない IEた,Allasに対する榔 劉生j出伝 ∫は Hluraが幌告し
た Russian12に刈する柄原性砥k･(-と同じでLtT,Iることが推IJiIされている. この,[うに
E.g7TaimnisDCに.fu.いては,病原性 (あるいは非楓京性)遺伝子閲の連銀はほとんど
報告されていない.本研究では,非病原性過信 J'-(あるいは病原性泊伝了r)問に,かなF)
の連鋭関係が認ム7.)ら九た.E.grammisDCの染色体は 210'あるいは8-9本】3) といわ
れているれ 伸 1'k,病原性遺伝((あるいは非病原性闇伝~T)問に,本緋告以外 亡甘地排
蛸孫が発見されなかったのかは今後の研究課題である.
摘 要
円浦らは ErysiphegramLnisi.sp,lrllLCi(t2)×Erysi♪hegraminisf.sp.agroPyrl
(A】)の雑軌 itj.系をコムヤ膿休4r,-l上て数代培養をくり起すと,残存した渦糸は曲抹4号
をよく侵すはかりでなく他のコムギ品種も侵すが,池にカモジグサに対する病原性は弱 く
なるということを稚 告している7･8).そこで.木製験では 二)Lr･)の祝儀を解明する口的で
Alのコムキ品掛 こ対する非病原性遺伝｣'問u)閥族を研究Lた.
コム判17.種 Seneca上での碓種歯系のうら,Senecaに対して強 い柄原性を示す佃系
紘,他のコムギ[1H'範にも歌い栃原性を示したれ 逆に力1-ジグサに刈する病原性は弱くな
る隣向を示した.
Seneca上の雑倭曲系と腿外4号上の維成菌糸に kいて A.のコムギ7品種に刃する非
病原性池転Tの数と非病原性巡(LrJ別の連立削よ次O-)ように考えると,一部を除いて大部
分説明で きた.すなわち, カモジグサulうどんこ病菌Alのコムギ7【.lu和, 投林4号,
Seneca.Mayo64,Swan86,Taichu2,Chancelorおよび TurkeyRedに対する非病
原性遺伝-(-をそれぞれ,An.An2,As,As2,Ama,Ama2Ama3.Asu'LAszL12,Ata,Ata2Ala3,
Ach.Ach2および Alr.Alr2上 jると,An2-Ama2-Ala･rAsw.-Ach.,As21Ama1-Ala1-
Air2,AmarAtr.-Ala,-AnrAsl および Ach21Asu)2の4つ の 連鎖群が考え られた
(Fig･3).ただし,3番nの逓主剤lTに.はいてLL,Ama31A/rl-ALa3と As.のJ7恥L距離/J.
隔たっているため連鎖がないと考えた.
AlのコムギU7r師二刈する;桐丙原性jLt伝T(または病原性遺伝了)HrJ.]にかなりの連鎖が
あるということれ 直ちに.コム=tr-'に弘 い病原作をホす純株薗系はカモジグサに対 して弱
い病原性しか示さないということの説伸 二はならないれ ナ〔んちかの閑適がa'+,/)うことを
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forNorinNo.4,Senec,1,TurkeyRed,Taichu2,Swan86,Chance101-and Mayo64.
whichhadbeenderlVed from E.bOl･aminlSI.sp.agrDj)yrLandnanledAn.An2,As,Asp,
Atr.ノ4tr2,AlatAEa2AtaS,Asw.A.W2Ach.Ach2andAmalAma2Ama3,reSPeCllVely.
wereseparated into41ink<1:iPgrOLlPS,namely,An2-A7nO2-Alo2-Asw.-Ach.,As乞
1Amo1-AtaI▲1Lr2,Ama31Atr.-Alas-An.-,4S.andAsu)21Ach2.ユnthelhlrdlinkage
group,jlma3-!llrt-Ala3Wasfar.remotefromAsl.Sue.U,.rStlngtha亡therelSnOllnkage
relationsh∫pbetween[hesegenes.
In､′leW 01thellgh亡linkageamonga､′iruLencegeleSforwheatderivedfronl
AgropyronAI.hybridcuLlureswhlChremalned vlrulen【tooneWheatculivarWere
conslderedt〔)h(1､,enOAtgenes.hencebeingcapableofinfectingother＼′heatcultlVarS.
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